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10
月
27
日
、
町
内
一
円
で
朝
日
町
消
防
団
秋
季

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
相
互
の
連
携
、
士
気

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
防
火
防
災
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
観
閲
、
服
装
点
検
、
町
内
全
域
を
防

火
広
報
を
兼
ね
巡
回
し
、
３
地
区
（
山
崎
辻
・
桜

町
・
さ
み
さ
と
小
学
校
周
辺
）
で
火
災
を
想
定
し

た
放
水
訓
練
、
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
感
謝
状
お
よ
び
優
良
消
防
団
員

な
ど
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
富
山
県
知
事
現
場
表
彰
】

水
野
史
男
（
第
１
分
団
団
員
）、
花
房
敏
雄
（
第

１
分
団
団
員
）、
門
口
明
士
（
第
２
分
団
団
員
）、

宇
田
速
雄
（
第
３
分
団
班
長
）、
越
間
勇
二
（
第

４
分
団
団
員
）、
稲
葉
富
雄
（
第
５
分
団
班
長
）、

田
中
明
人
（
第
６
分
団
班
長
）、
矢
口
英
資
（
第

６
分
団
団
員
）

【
朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
】

野
口
篤
史
（
第
１
分
団
団
員
）、
中
村
智
明
（
第

１
分
団
団
員
）、
鍋
島
哲
平
（
第
１
分
団
団
員
）、

森
野
隆
樹
（
第
２
分
団
団
員
）、
弓
野
智
哉
（
第

２
分
団
団
員
）、
清
水
寿
秀
（
第
３
分
団
団
員
）、

竹
内
芳
晴
（
第
５
分
団
団
員
）、
坂
口
雅
善
（
第

５
分
団
団
員
）、
片
桐
直
志
（
第
５
分
団
団
員
）、

水
島
正
次
（
第
６
分
団
団
員
）、
水
島
清
保
（
第

６
分
団
団
員
）

【
朝
日
町
消
防
団
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状
】

小
山
利
久
（
元
第
１
分
団
分
班
長
）、
河
端
宏

（
元
第
１
分
団
団
員
）、
水
野
哲
也
（
元
第
１
分

団
団
員
）、
伊
藤
靜
史
（
元
第
２
分
団
班
長
）、

葊
田
隆
（
元
第
２
分
団
分
団
員
）、
坂
藤
和
浩

（
元
第
３
分
団
班
長
）、
葊
田
宏
司
（
元
第
４
分

団
部
長
）、
伊
藤
友
文
（
元
第
５
分
団
班
長
）、

山
口
俊
明（
元
第
５
分
団
団
員
）、
長
井
靖
彦（
元

第
５
分
団
分
団
長
）

【
朝
日
町
消
防
団
永
年
勤
続
退
団
者
家
族
感
謝
状
】

葊
田
純
子
（
元
第
４
分
団
部
長　

葊
田
宏
司�

妻
）

○
路
上
駐
車
は
や
め
て

　

道
路
上
に
自
動
車
を
放
置
さ
れ
る
と
除
雪
が
で

き
ま
せ
ん
。

○
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　

雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
交
通
の
支
障
や
事
故
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

○
歩
道
除
雪
に
ご
協
力
を

　

歩
道
は
幅
が
狭
く
、
障
害
物
も
あ
り
除
雪
車
で

全
て
の
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
で
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
投
雪
は
計
画
的
に

　

無
秩
序
な
投
雪
に
よ
り
床
下
浸
水
な
ど
が
起
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
計
画
的
な
投
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
防
止
の
た
め
に
、
ふ
た
の

閉
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
地
域
ぐ
る
み
の
除
雪
を

　

除
雪
に
は
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
小

型
除
雪
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。

○
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　

除
雪
車
は
急
に
方
向
を
変
え
る
こ
と
が
あ
り
危

険
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど
も
に
家
庭
で
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

○
消
雪
パ
イ
プ
の
散
水
停
止
時
間

　

消
雪
パ
イ
プ
は
、
電
力
契
約
に
よ
り
、
左
記
の

時
間
は
水
が
止
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

・
午
前
11
時
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
２
時

〈
留
意
事
項
〉

○�

路
線
・
ダ
イ
ヤ
・
運
行
日
（
平
日
の
み
運
行
）

は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
、
変
更
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

○�

公
共
バ
ス
の
回
数
券
や
現
金
で
も
乗
車
で
き

ま
す
。

○�

購
入
済
み
の
〝
ま
ち
バ
ス
〟
回
数
券
は
12
月

以
降
も
引
き
続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。

★�

南
保
、
山
崎
、
大
家
庄
地
区
は
、
乗
車
区
間

が
長
い
こ
と
か
ら
要
請
（
電
話
）
の
あ
っ
た

所
へ
路
線
を
省
略
し
て
向
か
う
「
リ
ク
エ
ス

ト
運
行
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★�

南
保
、
山
崎
、
大
家
庄
地
区
か
ら
乗
車
さ
れ

る
と
き
は
、
利
用
さ
れ
る
「
便
」
の
１
時
間

前
ま
で
に
電
話
で
「
ま
ち
バ
ス
セ
ン
タ
ー
」

へ
連
絡
（
予
約
）
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

☎
82
︱
１い

１い

７な

１い
ち

○ば
ん

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
（
☎
役
場
内
線
２
５
４
）

　

昨
年
か
ら
京
都
大
学
が
実
証
実
験
と
し
て
運

行
し
て
い
る
〝
あ
さ
ひ
ま
ち
バ
ス
〟
は
、
平
成

25
年
12
月
か
ら
は
、
引
き
続
き
町
で
運
行
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

役場からのお知らせ

まちの情報 pick up!
道
路
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
!!

〜
12
月
１
日
か
ら
道
路
除
雪
実
施
本
部
設
置
〜

平
成
25
年
12
月
か
ら
も

〝
あ
さ
ひ
ま
ち
バ
ス
〟の
運
行
を
継
続

年
末
年
始
の
ご
み
・

し
尿
・
資
源
物
回
収
の
日
程

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

歳末のサイレン吹鳴
　歳末消防特別警戒に伴
い、サイレンを次のとお
り吹鳴しますので、火災
と間違えないようご注意
ください。

日時　12月28日（土）〜
　　　　　31日（火）
　　　午後９時頃

〜除雪に関するご要望は、町内会長を通じて下記へ〜

〈国道〉国土交通省黒部国道維持出張所
　　　	（☎52-1714）

〈県道〉富山県新川土木センター入善土木事務所
　　　	（☎72-1099）

〈町道〉朝日町道路除雪実施本部　
　　　		☎83-1100　☎83-1300（本部直通）

※ ごみの収集・持ち込みについて、年末は12月30日（月）まで、年始は１月４日（土）から通常どおり業務を
行っております。

※12月31日（火）の燃やせるごみの特別収集地区については、下記地区・町内となります。
・南保（ただし町南保・池谷町・明野・陽光台を除く）、山崎、殿町
お願い（その１）　 スプレー缶やカートリッジガス缶などは、使い切ってから必ず穴をあけてください。

穴をあけないで出すと収集車や処理施設での爆発・火災事故などの原因になります。
お願い（その２）　 し尿収集は、特に年末となりますと申し込みが集中し、ご希望に応じ切れないことが

あります。円滑にくみ取りが行えるよう、12月中旬までに申し込みをお願いします。
申し込み…朝日衛生社（☎82-0585）

区　　分 12/28（土） 12/29（日） 12/30（月） 12/31（火） １/１（水） １/２（木） １/３（金） １/４（土） １/５（日） １/６（月）

ご
み
収
集

燃やせるもの
○

曜日該当
地区

休み
○

曜日該当
地区

○
※特別収集
　地区のみ

休み 休み 休み
○

曜日該当
地区

休み
○

曜日該当
地区

燃やせないもの
○

曜日該当
地区

休み
○

曜日該当
地区

休み 休み 休み 休み
○

曜日該当
地区

休み
○

曜日該当
地区

個
人
持
込
み

燃やせるもの
（エコぽ～と）

○
午前のみ 休み ○ ○

午前のみ 休み 休み
○

10：00～
正午

○
午前のみ 休み ○

燃やせないもの
（宮沢清掃センター）
※許可証が必要です

○
午前のみ 休み ○ 休み 休み 休み 休み ○

午前のみ 休み ○

資源物回収広場
（泊） 休み ○ 休み 休み 休み 休み 休み 休み ○ 休み

第２資源物回収
広場（舟川新） ○ 休み 休み 休み 休み 休み 休み ○ 休み 休み

し尿収集 休み 休み 休み 休み 休み 休み ○ ○

※ 平成25年12月からは、運行車両の色が「白」から「シルバー」
に変更になります。

朝
日
町
消
防
団
秋
季
訓
練

12/28（土）～１/５（日）まで休み

運
賃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
１
回
３
０
０
円

　
（
泊
・
五
箇
庄
地
区
内
で
の
乗
降
は
２
０
０
円
）

☆
回
数
券
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　

・
３
０
０
円
券
11
枚
綴
…
３
，０
０
０
円

・
２
０
０
円
券
11
枚
綴
…
２
，０
０
０
円

※
１
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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ほっこりマルシェ
広報 de

ほっこりマルシェ
広報 de

ほっこりマルシェ
広報 de

～つながる、つなげる  あさひの宝～
マルシェ：フランス語で「市場」という意味

こどもたちの
つ
ぶ
や
き

四よ

杉す
ぎ

心こ

乃の

美み

ち
ゃ
ん

東
草
野
の
四
杉
靖
宏
・

由
美
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
21
年
12
月
23
日
生
）

広ひ
ろ

川か
わ

　
雅み

や
び

ち
ゃ
ん

西
三
浦
町
の
広
川
正
輝
・

栄
子
さ
ん
夫
妻
の
次
女

（
平
成
21
年
９
月
１
日
生
）

〔
お
う
ち
に
か
え
っ
ち
ゃ
っ
た
〕

�

（
１
歳
児
）

　

天
気
の
良
い
日
、
園
庭
で
遊
ん
で

い
る
と
。

Ａ
ち
ゃ
ん�

「
あ
っ
、む
し
、む
し
お
っ
た
!!
」

と
虫
を
見
つ
け
た
Ａ
ち
ゃ
ん
。

保
育
士�

「
こ
の
虫
は
、
バ
ッ
タ
っ
て
言

う
ん
だ
よ
。」

　

バ
ッ
タ
を
追
い
か
け
、
じ
ー
っ
と
見
て

い
る
Ａ
ち
ゃ
ん
。
バ
ッ
タ
を
見
失
い
…
、

Ａ
ち
ゃ
ん�

「
お
う
ち
か
え
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
〜
。」

保
育
士�

「
ま
た
、
き
て
く
れ
る
よ
！
」

　

虫
さ
ん
が
好
き
な
Ａ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

〔
か
た
こ
り
の
つ
る
〕�（
３
歳
児
）

　

つ
る
の
恩
返
し
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
る
と
き
の
こ
と
。
つ

る
が
は
た
お
り
を
し
て
い
る
場
面
で
、

Ｂ
ち
ゃ
ん�

「
は
た
お
り
し
と
る
ね
。」

Ｃ
く
ん�

「
ち
が
う
よ
!!
か
た
こ
り
や
よ
！
」

　

は
た
お
り
す
る
と
、
肩
が
凝
り
そ

う
で
す
ね（
笑
）

〔
先
生
は
何
に
な
る
？
〕�（
２
歳
児
）

Ｒ
ち
ゃ
ん�

「
先
生
、
ピ
ー
マ
ン
食
べ
れ
た

よ
〜
！
」

保
育
士�

「
え
ー
っ
、
す
ご
ー
い
!!
プ
リ

キ
ュ
ア
に
な
れ
る
ね
〜
！
」

Ｒ
ち
ゃ
ん�

「
先
生
は
？
何
に
な
り
た

い
？
」

保
育
士�

「
先
生
!?
先
生
も
ピ
ー
マ
ン
食

べ
た
ら
な
れ
る
か
な
〜
。」

Ｒ
ち
ゃ
ん�

「
う
ん
、
な
れ
る
よ
！
何
に
な

り
た
い
？
」

保
育
士�

「
プ
リ
キ
ュ
ア
…
。」

Ｒ
ち
ゃ
ん�

「
一
緒
に
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な
ろ

う
!!
」

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
♥

〔
忘
れ
ん
ぼ
の
風
〕�（
５
歳
児
）

　

11
月
、
と
て
も
寒
く
な
り
み
ぞ
れ

が
降
っ
た
日
の
こ
と
。

Ｓ
ち
ゃ
ん�

「
さ
む
〜
い
。
今
日
、
な
ん
て

さ
む
い
が
〜
！
」

Ｔ
く
ん�

「
氷
み
た
い
な
雪
降
っ
と
る
よ
。

も
う
す
ぐ
本
当
の
雪
降
る
ね
。」

Ｓ
ち
ゃ
ん�

「
ま
だ
秋
な
ん
に
雪
降
っ
た
ら

変
や
よ
〜
！
」

Ｔ
く
ん�

「
風
が
秋
の
こ
と
忘
れ
た
ん
じ
ゃ

な
い
!?
忘
れ
ん
ぼ
や
〜
！
」

Ｕ
ち
ゃ
ん�

「
風
だ
っ
て
ま
ち
が
え
た
り
、
忘
れ

た
り
す
る
こ
と
あ
る
ん
や
よ
〜
。」

　

確
か
に
今
年
は
暑
い
日
が
続
い
た

後
、
急
に
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の

ク
ル
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
い
つ

も
遊
び
に
行
く
と
、
楽
し
い
気
分

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
、

す
ご
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
私

も
笑
顔
が
魅
力
的
で
、
み
ん
な
に

好
か
れ
る
ク
ル
ー
に
な
り
た
い
で

す
。

　

私
の
夢
は
、
モ
デ
ル
に
な
る
こ

と
で
す
。
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
身

長
が
大
き
い
こ
と
が
嫌
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
テ
レ
ビ
に
モ
デ
ル
の

冨
永
愛
さ
ん
が
出
て
い
て
、
長
身

を
生
か
せ
る
仕
事
が
あ
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
今
、
海
外
で
も
通

用
す
る
よ
う
に
英
語
を
勉
強
し
て

い
る
最
中
で
す
。

小
こ

杉
すぎ

向
ひ ま わ り

日葵さん
（向陽町）

さみさと小学校６年

下
しも

澤
さわ

遥
はる

乃
の

さん
（清水町）

さみさと小学校６年

　

ぼ
く
の
夢
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
に
な
る
こ
と
で
す
。
今
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
習
っ
て
い
て
、
毎
回
の
練
習

が
と
て
も
楽
し
い
か
ら
で
す
。
こ
の

競
技
を
ず
っ
と
続
け
る
た
め
に
は
選

手
に
な
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

世
界
に
通
用
す
る
選
手
に
な
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
し

水
みず

楓
ふう

眞
ま

くん
（金山）

あさひ野小学校６年

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
理

由
は
、
多
く
の
人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
夢
を
叶
え
る
た
め
、
た
く

さ
ん
勉
強
し
て
体
の
す
べ
て
の
ツ

ボ
を
把
握
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
名
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
な
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

佐
さ

渡
ど

敬
とし

准
のり

くん
（清水町）

さみさと小学校６年

ひ
ま
わ
り
幼
児
園
の
巻

2013年のビーチボール大会を振り返って

ビーチボールのチカラ

　2013年、今年も多くのビーチボール大会が朝日町で開催されました。
特に全国ビーチボール競技大会は30回、“翡翠カップ”ビーチボール全
国大会は20回という節目をそれぞれ迎え、全国各地から多数のご参加
をいただき盛大に開催されました。そこで、2013年に当町で開催され
た大会を振り返ってみたいと思います。

４月　第16回スプリングカップビーチボール大会（25、26日）
５月　第26回新川ブロックビーチボール大会町予選（23、24日）
６月　春季お楽しみビーチボール大会（20、21日）
７月　第20回記念“翡翠カップ”ビーチボール全国大会（６、７日）
　　　第30回記念全国ビーチボール競技大会町予選（18、19日）
８月　第９回夏休み小中学生ビーチボール大会（24日）
９月　第30回記念全国ビーチボール競技大会（14、15日）
10月　第29回協会長杯ビーチボール選手権大会（17、18日）
11月　第32回子どもビーチ in ASAHI（10日）
　　　秋季お楽しみビーチボール大会（21、22日）
12月　第31回町民ビーチボール大会（１日予定）
　　　第22回富山県レディースビーチボール大会町予選（12、13日予定）

〜歴史×魅力×技術＝ビーチボールマスター〜
vol.9

　町制施行60周年を迎える2014年は、朝日町で誕生したスポーツ『ビーチボール競技』が
町民の皆様により一層親しんでいただけるよう、また、ビーチボール競技を通じて、皆様の
『絆』がより一層深まりますよう願っております。
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　今年もあとわずかとなり
ました。町民のみなさんか
らたくさんのご意見・ご提案
をいただいております。町
にはそれだけ多くの解決す
べき課題があります。
　まず、高齢化です。今年
５月、65歳以上の割合を示
す高齢化率が37％を超えま
した。この問題に伴い、少
子化も大きな課題です。
　働く職場の開拓、北陸新
幹線開業を見据えた魅力あ
るまちづくり、あさひ総合
病院における医師・看護師不
足の解消、介護職員の充実、
泊高等学校の存続、利用し
やすい公共交通、事業所や
商店を継続発展できる環境
づくり、将来に希望の持て
る農林水産業など課題は山
積しています。
　これらの課題解決のため
に、町民のみなさんのご協
力をお願いします。
　私はこれからも「町民と
共に」を基本に町政運営に
あたっていきたいと考えて
おります。
　
　最近、町長への便り「私の
思い。みんなの思い。」が少
なくなってきています。こ
のお便りは、町民のみなさ
んの意見や要望をお聴きし、
町政に反映させるための「町
長への手紙」です。寄せられ
た手紙は、すべて目を通し
担当課にその対応を指示し
ています。また、便りを寄
せていただいた方には、対
応状況をお知らせいたしま
すので、氏名・住所はでき
るだけ記入していただけれ
ばと思います。
　「この町に住んでよかっ
た。住み続けたい。住むの
であれば朝日町」を実現する
ため、みなさんの率直な「思
い」をお聴かせください。

【11月11日記】

＊ こんにちは町長です ＊

▲黄玉石

▲冷楽 ▲レ・バニラ

▲ギノ

▲雛苺

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
夢
」
で
す
。

夢
を
持
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
自
分
の
夢
を
す
ぐ
に
見
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
夢
や
目
標
を
持
っ
て
日
々

を
過
ご
せ
ば
、
自
分
の
夢
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
来
月
の
テ
ー
マ
は
「
我
が

家
の
お
正
月
」
で
す
。

　

投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

〔
問
題
〕

①
さ
み
さ
と
小
学
校
は
創
立
何
周
年
？

Ａ
．
10　

Ｂ
．
20　

Ｃ
．
30　

②
今
月
号
で
広
報
あ
さ
ひ
は
何
号
？

Ａ
．
500　

Ｂ
．
600　

Ｃ
．
700

〔
応
募
方
法
〕

☆
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
12
月
12
日
㈭
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
〒
939
︱

０
７
９
３
役

場
企
画
政
策
室
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先
月
号
の
当
選
者

は
、
Ｐ
Ｎ
の
り
お
じ
さ
ん
、
Ｐ
Ｎ
ギ

ノ
さ
ん
、
Ｐ
Ｎ
ユ
キ
ミ
さ
ん
に
決
ま

り
ま
し
た
。

実
施
期
間

　
12
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮

　

こ
の
時
期
は
、
日
没
時
間
が
早
ま

り
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
が
増

え
る
夕
方
の
時
間
帯
に
、
交
通
事
故

が
多
く
な
り
ま
す
。　

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
「
早
め
ラ
イ

ト
＆
上
向
き
ラ
イ
ト
」
で
危
険
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
方
は
、

◎
安
全
な
場
所
を
通
行

◎
早
め
に
反
射
材
を
着
用

◎ 

横
断
は
、
一
度
止
ま
っ
て
安
全
確

認
。
横
断
中
も
常
に
確
認

◎ 

広
い
道
路
は
、
信
号
機
が
あ
る
場

所
で
横
断

し
て
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

December

投
稿
コ
ー
ナ
ー

広
報
ク
イ
ズ

318

（交通安全）
Vol.79

朝日町交番
☎83-0430

朝
日
町
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
口
安
全
メ
モ

〜
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
〜

交通事故発生状況調
10月末現在（　）内は前年同月比

人身事故 物損
事故件数 死者 傷者

県　内 3,697件
（－235）

36人
（－４）

4,253人
（－214）

入善警察署
管内

75件
（－10）

１人
（±０）

90人
（－19）

558件
（＋12）

朝日町 22件
（－４）

０人
（－１）

25人
（－７）

180件
（＋７）

広
報
ク
イ
ズ

「みんなで築こう  人権の世紀」
〜考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心〜

第65回人権週間　12月４日〜10日

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
期
日
は
平
成
25
年
12
月
31
日

で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
寿
ぎ
、
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

１
月
４
日
（
土
）

　
　
　

午
後
３
時

　
　
　
（
受
付　

午
後
２
時
30
分
〜
）

場
所　

�

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

会
費　

３
，０
０
０
円

※
平
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
日
㈬	

開
会
、

　
　
　

	
提
案
理
由
説
明
、質
疑

12
日
㈭	
代
表
・
一
般
質
問

13
日
㈮	

一
般
質
問

20
日
㈮	

委
員
長
報
告
、
討
論
、

　
　
　

	

採
決

☆�

議
会
の
傍
聴
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
議
会
事
務
局
（
☎
役

場
内
線
３
３
１
）
へ

☆�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
み
ら
ー

れ
Ｔ
Ｖ
」
で
は
、
４
日（
水
）、

12
日（
木
）、
13
日（
金
）、
20

日（
金
）の
本
会
議
の
模
様

を
、
午
前
10
時
か
ら
生
中
継

し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
０
９
１
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
ア
ナ
ロ
グ
５
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
）

12
月
議
会
の
ご
案
内

　法務省および全国人権擁護委員連合会では、人権尊重社会の実現を目指
し、今年も人権週間（12月４日〜10日）にあわせて人権思想の普及高揚を
図る活動を実施します。

【人権相談のご案内】
毎日の生活の中でのお困りの事や悩み事があるときは、
下記までお気軽にご相談ください。
●富山地方法務局魚津支局	 ☎22-0461
●子どもの人権110番	 ☎0120-007-110（フリーダイヤル）
●女性の人権ホットライン	 ☎076-441-0658	または	0570-070-810
●朝日町の人権擁護委員
　　高瀨　宣博（井ノ口）　　河村　智明（平柳２区）　
　　島端恵津子（上横尾）　　青嶋　武美（月　　山）

【保育園児の人権ぬりえ展】
あさひ総合病院にて開催！ 12月４日（水）〜10日（火）

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

新
年
賀
詞

　  

交
歓
会

工業統計キャラクター
コウちゃん
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飽
食
の
時
代
を
迎
え
た
日
本
。
し

か
し
今
、
戦
中
戦
後
の
よ
う
に
栄
養

失
調
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
増
え
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
「
低
栄
養
」
で
す
。
栄
養

に
気
を
使
っ
て
い
る
人
も
、
３
食
き

ち
ん
と
食
べ
て
い
る
人
も
、
誰
で
も

「
低
栄
養
」
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険

が
あ
る
の
で
す
。

　

新
型
栄
養
失
調
と
も
言
え
る
「
低

栄
養
」
は
体
型
や
食
欲
で
は
判
断
で

き
ず
、「
貧
血
」「
脳
出
血
」「
肺
炎
」

「
骨
折
」
な
ど
体
の
あ
ち
こ
ち
で
怖

い
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
の
低
下
が

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
り
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で

「
第
34
回
朝
日
町
美
術
展
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
展
示
作
品
は
、
絵
画
、

書
、
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
、
写

真
の
４
部
門
で
公
募
出
品
81
点
、

招
待
・
無
審
査
出
品
55
点
の
計

１
３
６
点
。
ど
の
部
門
で
も
、
芸
術

の
秋
を
感
じ
さ
せ
る
個
性
豊
か
な

作
品
の
数
々
が
ホ
ー
ル
を
飾
り
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
絵
画
の
部
】

▼
町
展
大
賞　

魚
津
真
子
（
荒
川
一
丁
目
）

「
タ
ン
ポ
ポ
Ⅱ
」

▼
町
展
賞　

岡
田
延
子
（
舟
川
新
）、

佐
渡
千
晶
（
赤
川
）
▼
奨
励
賞　

草

京
子
（
荒
川
三
丁
目
）、
髙
嶋
優
吏

（
泊
高
校
）、
岩
井
順
子
（
中
草
野
）

▼
佳
作　

渡
邉
千
鶴
子
（
糸
魚
川

市
）、
畑
み
つ
子
（
平
柳
）、
片
脇
美

樹
子（
滑
川
市
）、
澤
木
幸
子（
柳
田
）

【
書
の
部
】

▼
町
展
賞　

亀
田
正
樹
（
入
善
町
）、

鷲
好
子
（
清
水
町
）

▼
奨
励
賞　

千
代
莉
奈
（
泊
高
校
）、

岩
崎
成
美
（
魚
津
市
）、
中
島
美
優

（
泊
高
校
）▼
佳
作　

川
村
里
奈（
泊

高
校
）、
岩
井
悠
華
（
泊
高
校
）、

松
倉
友
実
（
泊
高
校
）、
平
崎
杏
奈

（
泊
高
校
）

【
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

▼
町
展
大
賞

野
村
雅
子
（
下
山
新
）「
木
漏
れ
日
」

▼
町
展
賞　

常
石
か
お
り
（
坊
）、

中
島
弘
美
（
殿
町
）

▼
奨
励
賞　

山
崎
愛
莉
（
泊
高
校
）、

水
野
弘（
下
山
新
）、
宮
村
佳
子（
泊

高
校
）

【
写
真
の
部
】

▼
町
展
大
賞

魚
住
常
雄
（
栄
町
）「
霧
氷
」

▼
町
展
賞　

長
井
孝
春
（
笹
川
）、

九
里
寿
邦
（
弥
生
町
）

▼
奨
励
賞　

七
澤
孟
男
（
坊
）、
折

谷
幸
子
（
平
柳
一
区
）、
渡
辺
武
（
東

草
野
）

▼
佳
作　

能
沢
道
夫
（
下
山
新
）、

大
久
保
喜
一
（
窪
田
）、
折
谷
武
彦

（
上
道
下
）、
湯
島
冨
司
雄
（
栄
町
）

　

ア
ル
ブ
ミ
ン
と
は
、
私
た
ち
の
血

液
中
に
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
中
で
最

も
多
い
も
の
で
す
。

　

ア
ル
ブ
ミ
ン
は
、
血
管
の
健
康
や

免
疫
力
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
量
の
多
い
人
は
健

康
長
寿
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
少
な

い
人
は
短
命
で
あ
る
と
い
う
研
究
結

果
も
出
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
栄
養
不

足
気
味
で
血
液
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
の

量
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
高
齢

者
で
も
血
液
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
多

い
人
は
、
実
年
齢
よ
り
若
返
る
源
で

す
の
で
、
肉
な
ど
を
積
極
的
に
摂
り

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

第
27
回
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

（
８
／
17　

岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

▼
男
子
小
学
５
・
６
年
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

森
野
太
智

▼
女
子
小
学
５
・
６
年
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

春
若
純
菜　

３
位　

田
中
緋
萌

▼
女
子
小
学
４
年
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

吉
井
ひ
か
り　

２
位　

廣
川
真
夕

朝
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
祭

（
８
／
18　

サ
ン
リ
ー
ナ
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部　

１
位　

小
森
匠
一
、
水
島
靖　

２
位　

阿
部
智
行
、
広
川
晃
彦　

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部

１
位　

坂
口
佳
余
子
、
北
島

２
位　

津
田
菜
摘
、
長
能
志
保

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部　

１
位　

赤
川
慎
二
、
長
井
敬
樹

２
位　

末
上
大
海
、
藤
田
稜
也

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部　

１
位　

澤
田
麻
子
、
藤
田
久
美
子

２
位　

青
木
千
代
美
、
藤
井
紀
子

朝
日
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
大
会

（
８
／
25　

サ
ン
リ
ー
ナ
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　

坂
藤
世
一
（
朝
日
町
）

　
　
　

村
瀬
克
幸
（
黒
部
市
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　

江
淵
清
美
（
朝
日
町
）

　
　
　

福
山
真
由
美
（
富
山
市
）

次
勝　

小
林
菊
美
（
朝
日
町
）

　
　
　

近
江
雅
子
（
朝
日
町
）

第
32
回
富
山
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

（
８
／
４　

五
福
陸
上
競
技
場
）

▼
１
５
０
０
㍍
（
Ｗ
55
）

１
位　

藤
田
英
子

▼
３
０
０
０
㍍
（
Ｗ
55
）

２
位　

藤
田
英
子

第
30
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

（
９
／
29　

長
岡
市
営
陸
上
競
技
場
）

▼
１
５
０
０
㍍
（
Ｗ
55
）

▼
３
０
０
０
㍍
（
Ｗ
55
）

１
位　

藤
田
英
子

第
４
回
朝
日
町
長
杯（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

（
10
／
12　

あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ
海
岸

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

▼
男
子
の
部

１
位　

口
岩
仁
一　

２
位　

小
川
勇

３
位　

岡
本
輝
夫　

４
位　

大
和
信
勝

５
位　

水
島
静
夫

▼
女
子
の
部

１
位　

九
里
洋
子　

２
位　

金
井
幾
美
枝

３
位　

安
達
千
恵
子　

４
位　

笹
川
秀
子　

５
位　

梅
沢
久
美
子

▼
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞　

若
林
由
利
子

月
例
杯
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

（
11
／
２　

あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ
海
岸

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

▼
男
子
の
部

１
位　

水
島
纒　
　

２
位　

稲
葉
政
次

３
位　

加
藤
修
二　

４
位　

小
桜
幸
松

５
位　

西
田
真
佐
夫

▼
女
子
の
部

１
位　

梅
津
和
子　
　

２
位　

岡
本
京
子

３
位　

中
島
ナ
ツ
子　

４
位　

永
口
百
合
子　

５
位　

堀
田
悦
子

12月のスポーツ行事予定
●町民ビーチボール大会
　１日（日）　サンリーナ　第１体育館
●富山県女子サッカーリーグU-12・U-15
　７日（土）　サンリーナ　第２体育館
●U-６・U-８サッカー教室
　８日（日）、22日（日）　サンリーナ　第２体育館
●富山県レディースビーチボール大会朝日町予選
　12日（木）、13日（金）　サンリーナ第１体育館　夜間
●寺田杯ミニバスケットボール大会
　14日（土）、15日（日）　サンリーナ　第１・２体育館
●北陸ウインターカップ（バスケットボール）
　27日（金）〜29日（日）　サンリーナ　第１・２体育館

※日程は変更になる場合があります。

医療の現場から

鼻から入れる胃カメラ
なんてどうですか？

あ
さ
ひ
総
合
病
院　

外
科

　

五
箇
猛
一�

医
師

　みなさん、胃カメラをしたことはあり
ますか？検診や胃痛など様々な理由で胃
カメラが行われますが、楽じゃないです
よね。自分の健康を守るため、病気がな
いか調べるために必要なことだとはわ
かっていても、なるべくなら苦痛が少な
い方がいいですよね。
　十数年前から鼻から挿入する胃カメラ

（経鼻内視鏡）が開発されてきました。
そもそもなぜ、胃カメラがつらいのかと
いうと、多くは咽頭反射というもののせ
いです。不自然に異物がのどの奥に、自
分の意思と関係なく侵入してくれば、抵
抗して入らせないよう体が反応してしま
います。結果として余計な力が入ってし
まい、さらに苦しい思いをするという訳
です。もちろん、検査の前には、咽頭麻
酔といって、のどの感覚を鈍くするよう
にしますが、全ての感覚を消してしまう
わけではないので、どうしてもある程度
の苦痛を伴うこととなります。
　経鼻内視鏡は、この反射を起こすのど
を通り越して直接食道に入るので比較的
楽に挿入することができます。
　まだ、開発途中とも言えるのでいくつ
かの問題もあります。一つは、全ての人
に可能というわけではないことです。鼻
腔の奥が狭くなっていたりする人には入
れられません。また、カメラ自体がかな
り小さいものになるので、性能の限界と
して画像解像度が落ちることです。未だ
情報が蓄積されていないので何とも言え
ませんが、もしかすると、より微細な病
変を見逃す危険性があるのではないかと
も言われています。
　私個人の意見としては、無症状の検診
としての胃カメラなら十分に機能を果た
すと考えています。いつも健診での胃カ
メラについて考えると憂鬱になっている
方、一つの選択肢として検討してみては
いかがですか？

元県警部
藤岡康太郎 氏（西下町）

水島光代 氏（弥生町）

湯口　勇 氏（殿町）

（左から）佐田みどり 氏（宮崎）
清水　　勇 氏（桜町）
柚木　恒志 氏（幸町）

第21回危険業務従事叙勲

平成25年度
「健やか親子21全国大会」
公益社団法人
母子保健推進会議会長表彰

富山県知事感謝状
永年勤続民生委員児童委員
（15年以上）の部

各分野での功労・功績をたたえて表彰

瑞宝双光章 瑞宝単光章
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第34回朝日町美術展


